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お
手
入
れ
・
収
納

回転ブラシを取りはずす 回転ブラシを取り付ける

回転ブラシを取りはずしてゴミを取り除く

通気口に付いたほこりも
吸い取ってください。

回転ブラシ両端のギアホルダー・キャップホルダー・
ワッシャーをはずして、ゴミを取り除いてください。
奥にゴミが詰まっていないか確認してください。

平行にまっすぐはずしてください。

ギアホルダー・キャップホルダー・ワッシャーを
紛失しないよう、ご注意ください

● お手入れ後は必ず、ギアホルダー・キャップホルダー・
ワッシャーを取り付けてください。

● 回転ブラシが取り付けできない場合は、ギアホルダー・
キャップホルダー・ワッシャーを正しく取り付けて
いるか確認してください。

お願い
側面からみて
すき間が開い
ていないこと
を確認する。

ブラシカバーの溝をツメにかけて取り付ける③

しっかりと閉まっていることを
確認する。

すき間が開いている場合はここを上から押し、はめ込む。

端まで毛ブラシがある方を突起に差し込む①

回転ブラシのギアにベルトをかけ、溝に入れる②

開閉レバーを矢印の方向にスライドさせる④

水洗いできるもの

吸込口に付いたほこりをスグトルブラシなどで吸い取り、
　   部にからみ付いた毛・糸くずを切り取ってから、
絞った布で拭く。

開閉レバーを｢OPEN｣までスライドさせ
ブラシカバーをはずす

①

吸込口(ヘッド)／回転ブラシ

部が摩耗した場合は使用を中止し、             
ごお買いあげの販売店にご相談ください。

回転ブラシを持ち上げながらベルトをギアからはずす②

回転ブラシにからみ付いたゴミを取り除く③

● 洗剤・シンナー・ベンジン・アルコール類やお湯(約40℃
以上)は使わないでください。(変質や変形の原因)

● 水洗いした後は、水気をしっかり切り、風通しの
よい所で陰干しして、充分に乾かしてください。

● ドライヤーなどの熱風を当てないでください。
(変形や故障の原因)

お願い

吸込口全体は水洗いできません。

吸込口内部の汚れが気になるときは、
水または薄めた中性洗剤を含ませた
布で拭き取ってください。

● 本体・充電器・バッテリーは
水洗いできません。ご注意

水または薄めた中性洗剤を
含ませた布で拭き取る。
シンナー・ベンジン・アル
コール類は使わないでくだ
さい。(変質や変形の原因)

水洗いした後は充分に
乾かしてください。

水または薄めた中性洗剤で洗う。

本体・付属吸込口・充電部の接点(端子) お手入れの目安：汚れが気になるとき

お手入れする 2

本 体 付属吸込口

お手入れ時は必ず運転を停止し、
本体からバッテリーをはずす
充電器は電源プラグを抜く

【感電・けがの原因】
警 告

乾いた布で汚れを拭き取る。

充電部の接点(端子) 端子

■吸込力が弱くなったり、汚れが気になるとき
(月1回程度)

■数字表示部に｢U2｣が
点滅したとき

お手入れの目安

回転ブラシを取りはずして
ゴミを取り除いてください。(右記参照)

汚れがひどいときは回転ブラシを水洗いできます

回転ブラシの｢両端｣にゴミがからみ付いたときは

通気口

回転ブラシ

起毛クッション

ブラシカバー

ローラースイッチ

起毛クッション

からまったゴミは、溝に沿って切り取る。
(ブラシの毛先を切らない)

細かい部分に付いたゴミ
は、先の細いハサミや
ピンセットで取り除く。

吸込口内部

手前にはずす。

ブラシカバー 開閉レバー

ベルトを
はずす

ベルト

ギア

ギア

毛ブラシ

突起

ツメ

溝

カチッ

ベルトを
かける ギア

● 左右を逆に入れると
取り付けできません。

端まで毛ブラシがある方に
キャップホルダー・
ワッシャーを
取り付ける。

ギア

ギアがある方に
ギアホルダー・
ワッシャーを
取り付ける。

ワッシャー

図のように
差し込む。

ギアホルダー

ワッシャー

キャップホルダー

ワッシャー

毛ブラシ

ワッシャー

下向きに軽く
振ると先端が
出てきます。
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ローラースイッチカバー

お
手
入
れ
・
収
納

付属吸込口や付属品は紛失しないよう、
大切に保管してください。

お願い
● 掃除機やスタンド台を、不安定な

場所(毛足の長いじゅうたんの
上など)に置かないでください。

● 掃除機を壁に直接
立てかけると転倒
のおそれがありま
すのでご注意くだ
さい。(転倒による
破損の原因)

● 掃除機やスタンド台に足や物などを当て
ないでください。特に乳幼児やペットを
近付けないよう、ご注意ください。

● 周囲に壊れやすい物がないか確認してください。
● スタンド台を持ち運ぶときは、必ずベース

を持ってください。(アームを持って運ぶと、
ベースがはずれて落下によるけがや床面の
傷付き・破損の原因)

● スタンド台を引きずらないでください。
 (床面などを傷付ける原因)
● アームのパイプガイドは

取りはずさないでくだ
さい。はずれた場合は
取り付けてください。

スタンド台を組み立てる

付属のスタンド台を使って収納して　  ください。

収納する

スタンド台を
壁に付けて
置く。

①

吸込口を
スタンド台に
のせて

②

アームに
立てかける。

③

● スタンド台は平らな床の上に置いて
ください。

● 吸込口がベースのストッパーに乗り
あげないようにのせてください。
(掃除機の転倒によるけがや床面の
傷付き、破損の原因)

収納する
収納のしかた

● ベースの穴(2ヵ所)にアームをしっかり 差し込む。

●アームの向きが合っているか
　確認してください。アーム

ベース

パイプガイド

穴

ストッパー

ローラースイッチを付ける①

ローラースイッチカバーのツメを穴にかけて取り付ける②

コインなどで｢CLOSE｣まで回す③

お手入れの目安：汚れが気になるときローラースイッチ

ローラースイッチにゴミやほこりが
詰まったときは、ローラースイッチ
をはずして取り除いてください。

はずす

付ける

コインなどで｢OPEN｣まで回して、ローラースイッチカバーをはずす①

ローラースイッチをはずす②

ゴミやほこりをクリーニングブラシで取り除く③

● 爪で回したり、
強く回さない。
(けがや破損の
原因)

お手入れする 3

必
要
な
と
き

自動モード運転中に吸込力がうまく切り替わらない場合は、
床面を検知するセンサーの感度を変更できます。

設定を変更する

19

自動モードの床面センサー感度

● ローラースイッチは
水洗いできません。

ご注意

1

3

2

を4秒以上押す

を押し、センサーの感度を選ぶ

運転停止中に

● 数字表示部が点灯
　します。

を押し、設定を完了する
● 数字表示部が2回光って
　消灯します。

数字表示部

フローリングを掃除しているのに
吸込力が強くなる

こんなときに感度

低め

フローリングからじゅうたんに
移動しても吸込力が強くならない高め

※お買いあげ時の設定。

● 押すたびに変わります。

低め

標準
※

高め

・スグトルブラシ・ハンディノズル
パイプや本体に取り付けて収納できます。

・すき間ノズル
ツールホルダーを使って収納できます。

・はたきノズル・コンパクトふとん掃除ヘッド
　パイプや本体、スタンド台に取り付けて
　収納できません。7 ページ

付属吸込口の収納

お知らせ

● バッテリー残量がないときは、設定変更ができません。
充電してからおこなってください。

● 床面センサー感度を変更しても、床材によっては、お望みの状態に
ならないことがあります。その場合は、｢強モード｣または｢標準モード｣
をご使用ください。

指をかけて手前に
引っぱってはずす。

ローラースイッチ 持ち上げて
はずす。

ローラースイッチカバー裏側の
クッション材を取りはずさない。

ツメ

起毛ブラシをはさみ込まない。
穴

③

②

①
ローラースイッチ裏側のバネを
溝に入れる。

バネ溝 裏側
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